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1.  はじめに 
近年，Web サービスの基盤技術(SOAP，WSDL，

UDDI)が成熟しつつある．しかし，利用可能な Web サ
ービスが少ないため普及に至っていない．本研究では

既存の豊富なWebアプリケーションをWebサービスに
変換する方法を提案する[3]． 

2.  Webサービス変換アーキテクチャ 

2.1. 変換アーキテクチャの提案 
Web アプリケーションを Web サービスに変換するア

ーキテクチャとして，以下の 2つの方法が考えられる． 
(1) Webアプリケーションに直接変換機能を追加 

Web アプリケーションを構築しているサーバ上に，直
接Webサービス変換プログラムを作成する． 

(2) Proxyサーバによるラッピング 
サービスリクエスタと Web アプリケーションの間に
Proxy サーバを置く．Proxy サーバに仲介機能(ラッ
パー)を置いて変換する．ProxyサーバとWebアプリ
ケーションを 1つのサービスプロバイダと見なす． 
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図 1 ラッピングアーキテクチャ 

方法(2)は，Web アプリケーションの HTML レスポン
スを利用して変換する方法をとるため，Web アプリケー
ションの実装言語に依存しない．また，方法(1)のように
直接 Web サーバ内に変換プログラムを作成しなくて済
むため，Web アプリケーションを一切変更せずに再利
用できる．そこで本研究では，図 1 に示すように Proxy
サーバによるラッピングアーキテクチャを用いる[1]． 

2.2. インタフェースの変換方法 
ラッピングアーキテクチャは図 2に示す，次の 2つの
要素で実現する． 
(1) ラッピングタスク 
ラッピングタスクは，Web アプリケーションと Web サ

ービスのインタフェースの変換を行う．さらに Web アプ
リケーションから得られた HTML レスポンスを，Web サ

ービスのレスポンスに変換する[2]． 
(2) Webサービス変換ルール 
変換ルールは Web アプリケーションとの通信手順や

Web アプリケーションと Web サービスのリクエスト，レス
ポンスの対応方法を規定する．変換ルールは XML で
記述する． 
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図 2 インタフェース変換方法 
 

3.  ラッピングタスクと変換ルール 

3.1. ラッピングタスク 
ラッピングタスクとして持つべき機能を以下に示す．ま

た，図 3にラッピングタスク内のデータフローを示す． 
(1) リクエストジェネレータ 
サービスリクエスタから受け取ったリクエストメッセージ

からWebアプリケーションへ送信する要素を抽出する．
次に，Webアプリケーションの入力インタフェースである
HTML 文書の FORM 要素の子要素のパラメータへ，
対応づけて代入する． 
(2) リクエストの送信  

(1)で生成したリクエストを Web アプリケーションへ送
信する．送信パターンは以下の 2通りである． 

1) リクエスト送信・レスポンス受信が一度だけ 
2) 複数回にわたって送信・受信を繰り返す 

(3) レスポンスの整形化 
(2)によって得られた HTML レスポンスは必ずしも整
形式であるとは言えない．レスポンスを抽出可能な形式

にするために HTML 文書を整形式にする．本研究で
は HTMLTidy を使用し，HTML を走査し文法的な誤
りを検出・修正し，整形式の XHTMLにする． 
(4) レスポンスパーサ 

(3)によって整形式化された XHTML 文書からサー
ビスリクエスタへのレスポンス要素を抽出する． 
(5) レスポンスマッピング 

(4)で抽出した要素をサービスリクエスタが処理可能
な形式にマッピングする． 
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図 3 ラッピングタスク内のデータフロー 

3.2. Webサービス変換ルール 
Web サービス変換に必要なルールを XML で記述

する．変換ルールの適用プロセスを図 4に示す． 
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図 4 サービス変換ルールの適用プロセス 
 
(1) データモデル 

Web アプリケーションで使用されるデータを Web サ
ービスで使用可能な形式のモデルとして記述する． 
(2) プロトコルテンプレート 

Web アプリケーションへ送信すべきリクエストを規定
する．サービスリクエスタのリクエストを Web アプリケー
ションのリクエストであるパラメータ変数に対応付けてマ

ッピングする． 
(3) インタラクションルール 

Proxy とWebアプリケーションとの通信を規定する． 
(4) レスポンス抽出ルール 

Web アプリケーションから得た HTML レスポンス内
から，サービスリクエスタへのレスポンス要素が存在する

ロケーションへのパスを XPath で記述する．抽出要素
を XPathで指定した HTMLレスポンスは XHTML文
書に整形式化する． 
(5) レスポンスマッピングルール 

HTML レスポンスの各要素をサービスリクエスタへの
レスポンスの各要素にマッピングするために，抽出要素

間の対応関係を記述する． 
ラッピングタスクとサービス変換ルールを用いた処理

の流れを図 5に示す． 
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図 5 ラッパーの処理内容 

 

4.  評価と考察 
本研究で提案した変換方法を実現するラッパーのプ

ロトタイプを Java で実装した．ここでは英単語の辞書
Webアプリケーションを例題とした．ラッピングタスクと変
換ルールのコード行数を表 1に示す． 

 

表 1 ラッピングタスクと変換ルールの実装規模 
サブシステム ラッピングタスク 変換ルール 
コード行数 約 400行 約 200行 

 

ラッピングタスクは再利用できる．異なる Web アプリ
ケーションを変換する際には変換ルールのみを書き換

えるだけ良いので，開発コストの削減が期待できる．な

お，変換ルールの規模はラッピングする Web アプリケ
ーションに依存する． 
関連研究として，スクリプト言語を用いてラッピングを

する方法がある．これは変換ルール記述がその実装言

語に依存する．本研究では実装言語に依存しない変換

ルールを実現するため，XML で記述するアプローチを
取った． 

5.  まとめと今後の課題 
本研究では Web アプリケーションを Web サービス

に変換するアーキテクチャとその実現方法としてラッピ

ングタスク，サービス変換ルールに分離する方法を提案

した． 
今後の課題として，ラッピングルール作成の効率化を

検討する． 
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